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メンタルケアのアセスメントツールとして出産
体験の自己評価尺度が開発されました。しか
し、出産は文化の影響を受けるので欧米で開
発された尺度はわが国では適応しにくいた
め、日本人で出産後7日までの母親1500人
を対象に2000年に出産体験の自己評価尺
度を開発しました。

　　この尺度は臨床や母子保健の現場で産後
の母親のメンタルケアや子育て支援に関する
研究で出産体験の満足度を測定するツール
として多くの研究者に活用されています。
　　次に、この尺度を使って、産後入院している

研究概要
「産んでよかった」「母親になれた」「母親に
なってよかった」等、妊娠・出産による成長
体験を支持し、母親の心理的健康の側面か
ら子育てを支援するプログラムの開発

◆

　　近年の周産期医療の発達による出産の医
療化に伴い、出産によって母子が死亡するこ
とがまれな現象になってきました。一方で、出
産の医学的安全性の確保と同時に出産をよ
り満足で価値ある体験にしたいというニーズ
が高まっています。出産は母親の主観的な体
験であるため、医学的には正常分娩であった
としても、母親が自分の出産に満足が得られ
ないことが原因でうつ状態となり心理的に
母親になれない母親がいます。我々の研究室
では、母親支援の一環としての出産体験の
意味づけと母親の心理的健康の側面から子
育てを支援する母親支援プログラムの開発と
その評価に関する研究を行っています。
　そこで、まず、出産体験の満足度を評価する
尺度を開発しました。欧米では1960年代から
出産体験と産後うつや心的外傷・乳幼児虐
待との関連についての研究が行われ、母親の

ないという研究報告があります。そのような状
況の中で、出産体験の自己評価と母親意識
の関連に関する研究で得られた成果を臨床
の現場で活用しています。
　　具体的には、群馬大学保健学科と看護部
の連携による看護専門外来の一つである母
性看護外来で、妊娠・出産・育児について
「誰かに話を聞いてもらいたい」という母親の
気持ちを時間をかけてお聴きする看護相談
事業を行っています。研究で得られた成果を
エビデンスとして蓄積し、臨床の現場で活用
できるところが常盤研究室の特徴であり、強み
であると思います。

今後の展開
周産期における女性とその家族の健康課題
を解決・支援していくためのエビデンスの
蓄積と安全な周産期医療を提供するための
助産ケアの開発と評価

◆◆◆

　　周産期における女性とその家族の視点か
ら健康課題を発見し、問題解決していくため
のエビデンスに関する研究と女性が満足と実
感できる助産ケアの開発と評価、満足な妊
娠・出産・育児を創生する環境に関する研究
を積み重ねていきたいと考えています。

母親990人を対象に、出産体験と産後うつ、
母親意識との関連を調査しました。その結果、
出産体験の自己評価が高い（満足度が高い）
母親は、うつ得点が低く、母親意識が高いこと
がわかりました。

特徴と強み
母親支援の一環として臨床現場との連携

◆◆

　　出産体験は女性の人生に大きな意味を持
つことが国内外の多くの研究から明らかにされ
てきました。しかし、臨床現場では母親の出産
体験の語りを傾聴する時間が十分取れてい

■研究テーマ
●女性の満足度を高める助産ケアの開発と評価
●母親支援プログラムの開発と評価

■キーワード
助産、助産ケア、育児支援・母親支援

■産業界の相談に対応できる技術分野
分娩介助シミュレーターの開発、産婦の満足度調査、出産体験の満足度尺度の開発

■主な設備
フリースタイル分娩室、看護相談室

連 絡 先
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